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R4.11.29
開催

✓ 地域公共交通活性化協議会の開催 （議題：計画内容の方向性について）

✓ 地域公共交通活性化協議会の開催
（議題：①現行計画の取組状況の評価と芳賀町・宇都宮市の公共交通の現状等について

②課題の解決に向けた施策の方向性について）

R5.3.24
開催

✓ 地域公共交通活性化協議会の開催（議題：地域公共交通計画（素案）について）R6.２.１4
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２ 計画の策定にあたっての基本的な考え方

⚫ 「芳賀・宇都宮地域公共交通計画」は ，現在，中間見直しを行っている「第2次宇都宮都市交通戦略」における公共

交通ネットワークの実現を図るための計画とする。

また，施策事業の範囲は「交通の未来都市（都市空間・交通）」における施策事業をメインとする。

⚫ 地域内交通は，地域公共交通確保維持事業(フィーダー補助)を活用しており，引き続き，国庫補助を活用するため，
補助対象路線を位置付けた計画とする。

⚫ 駅西側ライトラインの導入に向けた事業計画「軌道運送高度化実施計画」やライトライン導入と合わせたバス路線再
編に向けた事業計画「地域公共交通利便増進実施計画」の前提となる計画とする。

⚫ 地域公共交通確保維持事業
(フィーダー補助)の活用に向けた
公共交通NWの方向性等の整理

⚫ 「軌道運送高度化事業」，
「地域公共交通利便増進事業」の計画
への位置づけ

【芳賀・宇都宮地域公共
交通計画の対象範囲】



芳賀町
Ｈａｇａ Ｔｏｗｎ２ 計画の特徴

⑴現行の「地域公共交通網形成計画」の計画区域を市内全域に拡大

⚫ 公共交通ネットワークの構築の取組の進捗にあわせて，本市東部地域及び芳賀町を対象とした現行計画の計画
区域を市内全域に拡大し，駅西側ライトラインの導入に向けた事業計画「軌道運送高度化実施計画」やライトライ
ン導入と合わせたバス路線再編に向けた事業計画「地域公共交通利便増進実施計画」の前提となる法定計画

⚫ 誰もが利便性の高い交通環境が利用できるよう，ライトライン・バス・地域内交通が連携した階層性のある公共
交通ネットワークの維持・充実に向けた方向性を明示した計画
※ 本市の地域内交通の確保・維持に向けて，地域公共交通確保維持事業（国庫補助）の活用に向けて事業の必要
性等を整理した計画

⑵今後の公共交通ネットワークの維持・充実に向けた方向性を明示
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➡ 共通の基幹公共交通を有する芳賀町と宇都宮市が一体となって，公共交通ネットワークを維持・充実していく必要
があり，計画の継続性の観点から現行計画を改定することとし，芳賀町と宇都宮市が引き続き共同で策定する。
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３ 計画の位置付け
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⚫ 「芳賀・宇都宮地域公共交通計画」は，本市の交通施策のマスタープラン「宇都宮都市交通戦略（R5年度中間見直し）」や，「芳賀町都
市交通マスタープラン及び地域総合交通戦略」における，公共交通ネットワークの実現に向けた実施計画である「軌道運送高度化実
施計画」，「地域公共交通利便増進実施計画」の前提となる計画

栃木県地域公共交通
計画

連携・補完

ライトライン
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【計画の対象区域】
⚫ 現行計画のＪＲ宇都宮駅東側地域・芳賀町から，宇都宮市全域・芳賀町に拡大

＜現行計画＞ ＜今回策定する計画＞

【計画の期間】
⚫ 計画期間は，令和６年度から令和１５年度までの１０年間とする。
※ 計画策定後の社会経済状況や利用者ニーズ等の変化に適応するため，計画期間内においても，
概ね５年を目安に必要に応じて計画の見直しと修正を行う
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５ 現行計画の取組状況
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①JR宇都宮駅東側ライトラインの導入

取組 R5.8開業（開業後１か月間で約42万人が利用）

②交通結節機能の強化（トランジットセンターの整備等）

取組 R5.8供用開始

③JR宇都宮駅東側バスネットワークの再編

取組 R5.8実施

④JR宇都宮駅東側への地域内交通の導入

取組
デマンド交通の利便性向上（利用料金見直し等）
地域内交通の郊外部・市街地部の計3地区に導入

⑤ICカードの導入

取組
バス(R3.3)・地域内交通（R4.9）・ライトライン（R5.8）に導入

運賃負担軽減策(バスの上限運賃制度・乗継割引制度)の導入

⑥ モビリティマネジメント（ＭＭ）の実施

取組 住民MM，学校MM等の実施

【階層性のある公共交通ネットワークの構築】 【利便性の高い公共交通の導入】

【公共交通の利用促進】

⚫ 「階層性のある公共交通ネットワーク構築」に向けた取組は，JR宇都宮駅東側ライトラインを導入するなど総じて着実に進捗
⚫ 「利便性の高い公共交通の導入」に向けた取組は，ICカードを導入するとともに，「バスの上限運賃制度」などの運賃負担軽減策
を導入するなど，総じて着実に進捗

⚫ 「公共交通の利用促進」に向けた取組は，住民MM，学校MMなどを着実に実施
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⚫ 「公共交通のカバー率（面積比）」は，駅東側ライトラインの導入やバスネットワークの再編，地域内交通の導入などの「公共交通
ネットワークの構築」の取組が着実に進捗しており，概ね目標を達成

⚫ 「公共交通の利用者数」や「公共交通に対する満足度」は，公共交通サービス水準が向上するライトラインの開業やバスネットワー
ク再編の実施前の数値ということもあり，目標を下回っている

➡ 引き続き，公共交通ネットワークの構築と合わせて，利便性向上に資する運賃負担軽減策の充実などに更に取り組むことで「満
足度」を向上させるとともに，モビリティ・マネジメントを潜在的ニーズの高いターゲットへ強力に進めるなど「利用促進」を充実
させ，一体的に取り組むことで「公共交通の利用者数」の増加につなげていく必要がある。

目標指標 計画策定時
目標値

（令和６年度）
最新数値

（令和４年度）
達成率

公共交通の利用者数
１，５５７万人／年

(平成２５年度)
２，０３７万人／年 １，１４７万人／年 56.３％

公共交通のカバー率
（面積比）

７０．５％
(平成27年度)

９７.４％
９７.２％

（ライトライン導入後の数
値）

９９.８％

公共交通に対
する満足度

宇都宮市
３７．９％

（平成26年度）
４９.４％ ３８.３％ ７７.５％

芳賀町
５５．４％

(平成25～27年度
の平均)

６２.５％ ４０.１％ 64.２％

計画区域従業人数
１０万３千人

(平成２７年度)
１０万３千人 １０万７千人

（令和３年度実績）
１０３.9％

６ 現行計画の目標指標の達成状況
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課題１ 効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築

課題２ 公共交通サービスの向上

課題3 自動車から公共交通への意識転換

⚫ 宇都宮市内の地域拠点内等の居住者はもとより，その周辺居住者も高次都市
機能の恩恵を享受できる交通環境を整備するため，運賃負担の軽減などの
公共交通サービスの向上を図る必要がある。
⚫ デジタル技術を公共交通等へ活用することで公共交通の利便性を高める
必要がある。

⚫ 過度に自動車に依存した状態から脱却し，自動車と公共交通などを適切に
使い分けする社会を実現するため，市民の意識を転換する必要がある。

⚫ 都市のコンパクト化などのまちづくりの取組と一体となって，鉄道やライトライン，
バス，デマンド交通，地域内交通などの多様な交通手段が連携した公共交通ネット
ワークを構築する必要がある。

⚫ 鉄道やライトライン，バス，デマンド交通などの公共交通間の乗り継ぎの円滑化を
図るとともに，自動車，自転車などの交通手段との乗り換え環境の充実を図ること
で，多様な交通手段間の連携を強化する必要がある。

芳賀町・宇都宮市の公共交通の課題の総括
課題

NCC形成に向けた拠点間を結ぶ幹線バス等の
運行サービス水準の維持・拡充

市街地部・郊外部の一部に残る
公共交通空白地域の解消(宇都宮市)

町域北部のバス路線空白地域の解消(芳賀町)

交通事業者・地域等と行政が
一体となった公共交通の維持・充実

利用実態を捉えた，運賃サービスの充実

自動車への過度な依存の脱却に向けた，
公共交通利用促進策の実施

都心部を循環するバス路線などの
公共交通ネットワークの充実

交通結節機能の強化

公共交通を補完する
シェアモビリティ等の充実

拠点化の促進と連携した
公共交通ネットワークの維持・充実

芳
賀
町
・
宇
都
宮
市
の
公
共
交
通
の
現
状
・
課
題

上
位
関
連
計
画
等

計画策定にあたり考慮する事項

７ 芳賀町・宇都宮市の公共交通の課題の総括

公共交通分野における，DXの推進策の検討

法
改
正
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課題１ 効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構築

課題２ 公共交通サービスの向上

課題3 自動車から公共交通への意識転換

芳賀町・宇都宮市の公共交通の課題の総括
芳賀・宇都宮地域公共交通計画における基本理念・基本方針

基本方針１ 階層性のある公共交通ネットワークの整備

基本方針２ スマートな公共交通の実現

基本方針３ 公共交通の利用促進

⚫ 都市のコンパクト化などのまちづくりと連携しながら，鉄道やライトライ
ン，バス路線，デマンド交通，地域内交通などの多様な交通手段の維持・
充実を図るとともに，多様な交通手段間を円滑に乗り継ぎ・乗り換えでき
る環境を整備することで，ハード面から交通手段の連携を強化させ，
効率的で利便性の高い階層性のある公共交通ネットワークを整備する。

⚫ 多様な交通手段を円滑に乗り継ぎできる環境を整備するため，利用実
態を捉えた運賃サービスの充実などソフト面から交通手段の連携を強化
する。
⚫ デジタル技術などの科学技術の進歩を踏まえ，公共交通分野に活用す
ることで，公共交通の利便性の向上を図る。

⚫ 過度に自動車に依存した状態から脱却し，自動車と公共交通などを適
切に使い分けできる社会への転換を図るため，地域住民等の意識転換に
向けた取組を推進する。

８ 計画の基本理念・基本方針

【基本理念】
持続可能な利便性の高い公共交通ネットワークを構築する。
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【将来の交通手段ごとのイメージ】

【鉄道】
⚫ 広域な都市間を結び大量輸送が可能な交通手段として，芳賀町・宇都
宮市の都市交通との連携が図られている。

【ライトライン】

⚫ 東西の基幹公共交通としてライトラインが整備されている。

【バス路線】

⚫ 拠点間や市町間を結節する幹線公共交通としての幹線バスや都市拠
点内の循環バス路線の充実が図られている

【地域内交通等】（宇都宮市）

⚫ 郊外部の地域での日常生活の移動手段として、地域内交通が整備さ
れている。

⚫ 市街地部において，各地域の特性に応じた生活交通が整備されてい
る。

【デマンド交通】（芳賀町）

⚫ 町内に地域公共交通としてのデマンド交通が整備されている。

【公共交通間の連携強化】

⚫ 交通結節点において、多様な交通手段間の乗り継ぎ・乗り換え環境が
整備されている。 11

⚫ 芳賀・宇都宮市における「将来の交通手段ごとのイメージ」を整理

ライトラインのJR 宇都宮駅より西側の凡例は以下の通り
実線：ライトライン整備区間（JR宇都宮駅東口停留場～宝木町１丁目・駒生１丁目付近（教育会館付近）

点線：ライトライン検討区間（大谷付近まで）

鉄道

バス路線(幹線)

バス路線(支線)

地域内交通

LRT

地域内交通導入エリア

地域内交通等で今後カバーし
ていくエリア

デマンド交通導入エリア

地域拠点

凡例

（定時・定路）

ライトライン
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高根沢町

さくら市

塩谷町

日光市

鹿沼市

壬生町

下野市
上三川町

真岡市

益子町

市貝町

１０ 公共交通ネットワークの維持・充実に向けた方向性等

【公共交通ネットワークの維持・充実に向けた役割・方向性】
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⚫ 宇都宮市の地域内交通は，国庫補助の地域公共交通確保維持事業(フィーダー補助)を活用していることから，公
共交通ネットワークの維持・充実に向けて，各公共交通の役割や方向性を整理

位置づけ 系統 役割 確保・維持

基幹
公共交通

ライトライン
(橙色)

芳賀町と宇都宮市の
公共交通ネットワーク
の軸として拠点間や広
域間の移動を担います。

交通事業者と協議の
上、一定以上の運行水
準を確保します。

幹線公共
交通

路線バス
(水色)

基幹公共交通を補完
し、広域間の移動を担
います。

国、県と連携し、地域
公共交通確保維持事
業（幹線補助）などを
活用し持続可能な運行
を目指します。（※）

基幹公共交通を補完
し、拠点間の移動を担
います。

交通事業者と協議の
上、一定以上の運行水
準を確保します。

支線公共
交通①

基幹公共交通や幹線
公共交通を接続し、そ
の周辺の拠点等を運
行します。

交通事業者と協議の
上、一定以上の運行水
準を確保します。

支線公共
交通②

（地区拠点内移動）

地域内交通
(全域：薄橙色)

（定時定路線：深緑色）

宇都宮市内の各地域
内において、買い物や
通院など日常生活に
おける移動を担うとと
もに、地域間の移動を
担うライトラインや幹
線バスと接続します。

地域運営組織と連携
した取組により一定以
上の運行水準を確保し
ます。
地域公共交通確保維
持事業（フィーダー補
助）を活用し持続可能
な運行を目指します。

デマンド交通
(薄緑色)

芳賀町内において、
買い物や通院など日
常生活における移動を
担います。

一定以上の運行水準
を確保します。

鉄道

バス路線

地域内交通

LRT

LRT停留所

地域内交通導入エリア

地域内交通等で今後カバーし
ていくエリア

デマンド交通導入エリア

凡例

ライトライン

ライトライン停留場

（定時・定路）

鉄道

バス路線(幹線)

バス路線(支線)

地域内交通

LRT

地域内交通導入エリア

地域内交通等で今後カバーし
ていくエリア

デマンド交通導入エリア

地域拠点

凡例

※バス路線については、栃木県地域公共交通計画における
公共交通ネットワークを踏まえ，色分け等を行う予定。
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１１ 地域公共交通確保維持事業(フィーダー補助)の対象となる路線
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系統名 起点 経由地 終点 事業許可区分 運行態様 実施主体

国本地区 - 国本地区 - ４条乗合 区域運行

泉タクシー㈱

篠井地区 - 篠井地区 - ４条乗合 区域運行

富屋地区 - 富屋地区 - ４条乗合 区域運行

上河内
地区

-
上河内
地区

- ４条乗合 区域運行

平石地区 - 平石地区 - ４条乗合 区域運行

石井地区 - 石井地区 - ４条乗合 区域運行

横川地区 - 横川地区 - ４条乗合 区域運行

アサヒタクシー㈱

河内地区 - 河内地区 - ４条乗合 区域運行

豊郷地区 - 豊郷地区 - ４条乗合 区域運行

清原南部地区 - 清原南部地区 - ４条乗合 区域運行

雀宮地区 - 雀宮地区 - ４条乗合 区域運行 (有)雀タクシー

姿川地区 - 姿川地区 - ４条乗合 区域運行 矢野自動車㈱

⚫ 地域内交通は，地域の運営組織の運営努力のみでは安定的な運行を確保・維持することが困難であることから，
12地区（12路線）で地域公共交通確保維持事業(フィーダー補助)を活用することから計画へ位置づけたところ。
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１２ 地域公共交通確保維持事業(幹線バス)の対象となる路線
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⚫ 市町を跨る地域公共交通確保維持事業(幹線バス)を活用する路線については，令和5年度末に策定する「栃木県
地域公共交通計画」に位置付けを予定している。

(出典) 令和５年度第２回 栃木県地域公共交通活性化協議会資料



芳賀町
Ｈａｇａ Ｔｏｗｎ１３ 計画の施策・事業①

⚫ 計画の全体像について，基本理念を「持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークを構築する」と設定し，3つの基
本方針に基づき，８つの事業を実施していくこととしている。

【基本理念】
持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークを構築する

①芳賀・宇都宮市を結ぶ基幹公共交通の構築

②計画区域全域のバスネットワークの維持・充実

③日常の移動手段を支える公共交通の維持・充実

④鉄道・ライトライン・バスを補完する交通手
段の充実

１．階層性のある公共交通ネットワークの構築

⑤多様な交通手段の乗り継ぎ・乗り換え環境の
構築

①公共交通の運賃負担の軽減

②交通DXの活用

３．公共交通の利用促進

①公共交通の利用促進策の実施

２．スマートな公共交通の実現

15
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基本方針 基本施策 施策・事業 実施主体

階層性の
ある公共
交通ネッ
トワーク
の構築

芳賀町・宇都
宮市を結ぶ基
幹公共交通軸
の構築

①JR宇都宮駅東側ライトラインの充実
➡ 現行運行している路線（宇都宮駅東口から芳賀・高根沢工業団地）については，利用状況等を
把握しながら運行サービスなどの充実を図る。

②JR宇都宮駅西側ライトラインの導入（軌道運送高度化事業）
➡ ＪＲ宇都宮駅西側エリアにおける地域特性を踏まえ，広域的な交通ネットワークの基軸となる
ライトラインを「宇都宮駅東口停留場〜宝木町１丁目・駒生１丁目付近(教育会館付近)」まで整備
する。

※ 「宝木１丁目・駒生１丁目～大谷観光地付近」については検討区間。

芳賀町，宇都宮市，
宇都宮ライトレー

ル㈱

１４ 計画の施策・事業(公共交通ネットワークの構築①)

16
停留場の配置イメージ

（※停留場位置は，今後詳細に検討。停留場名称は仮称）ＪＲ宇都宮駅横断想定ルート
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基本方針 基本施策 施策・事業 実施主体

階層性の
ある公共
交通ネッ
トワーク
の構築

計画区域全域
のバスネット
ワークの維
持・充実

①ライトラインの整備と合わせたバス路線の再編（地域公共交通利便増進事業）【芳賀町・宇都宮市】
➡ ライトライン整備と合わせたバス路線を再編し，芳賀町・宇都宮市全域の公共交通ネットワークの充
実を図る。
②NCCに資するバス路線の維持・充実【宇都宮市】
➡ 宇都宮市内の都市拠点と地域拠点などを結ぶ幹線バス路線や都心部を循環する路線など

NCC形成に資するバス路線については、一定のサービス水準以上となるように維持・充実を図る。

芳賀町，宇都宮
市，関東自動車
㈱，ジェイアール
バス関東㈱

１４ 計画の施策・事業(公共交通ネットワークの構築②)

17

宇都宮駅西側のバスネットワーク再編イメージ
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基本方針 基本施策 施策・事業 実施主体

階層性の
ある公共
交通ネッ
トワーク
の構築

日常の移動を
支える公共交
通の維持・充
実

①デマンド交通の維持・充実
➡ 芳賀町の南北を結ぶ公共交通軸を確立するとともに，各種交通手段と乗り継ぎ等の利便性を
確保する。
➡ デマンド交通の運行サービスの維持・向上に向けた検討を進める。
②地域内交通の導入・利便性の向上
➡ 郊外部の地域を面的にカバーする地域内交通の導入を推進する。
➡ 導入済み地区は，ライトラインやバスなどの他の交通手段との連携を強化するとともに，各地
域の移動ニーズや移動課題などを踏まえながら，更なる利便性の向上を図る。
③市街地部における生活交通の確保
➡ バス路線やタクシーなどの既存の公共交通と役割分担しながら，各地域の特性を踏まえた生活
交通を確保する。
➡ 新たな運行方式の導入なども視野に入れながら実証実験を行い，市街地部の地域内交通の導
入促進に取り組む。

芳賀町，宇都宮市，
地域の運営組織

１４ 計画の施策・事業（ 公共交通ネットワークの構築③）

18デマンド交通「ふれあいタクシーひばり」
地域内交通導入エリア
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サイクル&ライド用駐輪場のイメージシェアリングモビリティ

基本方針 基本施策 施策・事業 実施主体

階層性の
ある公共
交通ネッ
トワーク
の構築

鉄道・ライトライ
ン・バスを補完
する交通手段
の充実

①トランジットセンターなどへのサイクル&ライド用駐輪場の整備
➡ トランジットセンターなどにサイクル＆ライド用駐輪場を整備することで，鉄道やライトライン，バ
ス路線等の公共交通へのアクセス性を高める。

②鉄道・ライトライン・バスを補完するシェアリングモビリティの充実
➡ 公共交通の利便性の向上や宇都宮市都心部の回遊性の向上に向けて，鉄道・ライトライン・バス
を補完するシェアリングモビリティなどの端末交通の充実を図る。

芳賀町，
宇都宮市

多様な交通手
段の乗り継ぎ・
乗り換え環境
の構築

①トランジットセンター（乗り継ぎ拠点）の整備
➡ 駅西側は，公共交通の乗り継ぎ，乗換えが想定される東武宇都宮駅付近，桜通り十文字付近に
ついては，乗継等の円滑化や利便性の向上を図るためトランジットセンターの充実を行います。
➡ 駅東側は，更なる利便性向上を図るため，適宜，各停留場の交通結節機能の拡充を行う。
②バスと地域内交通の乗継ポイントの充実
➡ 乗り継ぎポイントとなるバス停の待合施設等の充実を図る。
③バス乗り場「橋場」の交通結節機能の整備検討
➡ バス乗り場「橋場」の交通結節点機能の確保を図るとともに，乗換え機能の向上を優先的に行う
ため，利用需要を踏まえた整備を検討する。

④公共交通の案内サインの充実
➡ 鉄道の主要駅やトランジットセンター等の交通結節点の案内サインをわかりやすい表示とする。

芳賀町，
宇都宮市

１４ 計画の施策・事業（ 公共交通ネットワークの構築④）
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乗ろうよ！ナビ

１４ 計画の施策・事業（スマートな公共交通の実現）

20

基本方針 基本施策 施策・事業 実施主体

スマートな
公共交通の
実現

公共交通の運賃
負担の軽減

①運賃負担軽減策の維持・充実
➡ 既存の「ライトライン-バス・地域内交通間の乗継割引制度」の維持するとともに，「バスーバス
間の乗継割引制度」を導入する。

芳賀町，
宇都宮市

交通DXの活用

①乗継割引を反映した情報提供
➡ 公共交通機関間の乗り継ぎ割引を反映した情報提供を行う。
②地域内交通の予約配車システムの利便性の向上
➡ 地域内交通の予約・配車システムを引き続き活用し，利便性向上策を検討する。
③ライトライン車両内のフリーWi-Fiの提供
➡ ライトライン車両内において，フリーWi-Fiを提供する。

芳賀町，
宇都宮市

バス―バス間の乗継割引制度導入のイメージ
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totra完全攻略マニュアル

１４ 計画の施策・事業（公共交通の利用促進）
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基本方針 基本施策 施策・事業 実施主体

公共交通の
利用促進

公共交通の利用
促進策の実施

① ライトライン・再編バス路線沿線でのMM      
➡ 沿線の住民，企業及び学校への働きかけやアンケート内容のフィードバックなどを行う。
② 児童・生徒，移住者を対象としたモビリティ・マネジメント施策の推進
➡ 市民への意識啓発を実施し，自動車から公共交通利用への転換を促進する。

芳賀町，
宇都宮市

学校での出前講座
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目標指標
現況値

（令和５年度）
目標値

（令和１０年度）
関連計画での採用状況

公共交通の年間
利用者数

２，５09万人 ３，４０0万人 第２次 宇都宮都市交通戦略

公共交通の夜間
人口カバー率

９２．５％ １００％ 第２次 宇都宮都市交通戦略

公共交通に対する
満足度

宇都宮市：２４.０％（R4）
芳賀町：４０.１％（R4）

宇都宮市：38.4％
芳賀町：62.５％（R9）

第２次 宇都宮都市交通戦略
芳賀町都市交通マスタープラン
及び地域総合交通総合交通戦略

ＩＣカードによる
運賃支払いの割合

８３.０％ ９０％以上 第２次 宇都宮都市交通戦略

公的資金投入額
宇都宮市：約３．１億円
芳賀町 ： 約０．３億円

毎年度協議会で
評価を行う

採用なし

１５ 計画の目標指標

…新規に追加した指標

⚫ 計画の目標指標は，現行計画の指標をベースに，「第2次宇都宮都市交通戦略」や「芳賀町都市交通マスタープラン
及び地域総合交通総合交通戦略」と整合を図りつつ，改正地域交通法（定量的な目標設定・評価の努力義務化）を
踏まえ設定
➡ 「第２次宇都宮都市交通戦略」に位置付けた「ＩＣカードによる運賃支払いの割合」を新規に追加
➡ 改正地域交通法への対応として「公的資金投入額」を新規に追加



芳賀町
Ｈａｇａ Ｔｏｗｎ１６ 計画の推進体制と進行管理

⚫ 計画の推進にあたっては，事業進捗を定期的にモニタリングして計画の達成状況を評価し，必要に応じて計画の見直しを行い，計
画の策定（Ｐｌａｎ），事業の実施（Ｄｏ），進行管理・評価の実施（Ｃｈｅｃｋ），評価結果を受けた見直し・改善（Ａｃｔｉｏｎ）を繰り返すＰＤＣＡ
サイクルによる計画の進行管理を行う。 ※ 概ね５年を目安に必要に応じて計画や目標の見直しを行う。

主 体 役 割

市 民

・ 公共交通の役割や重要性について理解と関心を深めます
・ 鉄道やライトライン，バスなどの公共交通を積極的に利用します
・ 自家用車と公共交通，自転車などを適切に使い分けします
・ 行政や交通事業者が実施します施策・事業へ協力します

交通事業者

・ 利用者ニーズを把握し，対応した公共交通サービスを提供します
・ 公共交通の利便性を向上させます
・ 公共交通の利用促進策を実施します
・ 自ら事業を推進するとともに，行政が実施する施策事業に協力します

行 政

・ 持続可能な公共交通ネットワークを構築します
・ 交通事業者が行う事業に対して適切な支援を行います
・ 公共交通利用促進に関します市民への意識啓発や情報提供を行う
・ 計画に位置付けた施策事業を推進します
・ 計画を推進する組織を運営します（事務局）

23

鉄道・ライトライン・バス・タクシー
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Ｈａｇａ Ｔｏｗｎ１７ 今後のスケジュール
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✓ 地域公共交通活性化協議会の開催 （議題：計画（素案）について）

✓ 計画（案）の作成
✓ 第４回地域公共交通活性化協議会の開催（議題：計画（案）について）

✓ 庁議・計画の策定・国へ計画書の送付

R6.２.１4

R６.６頃

✓ パブリックコメントの実施
R６.２.15
～3.15

★ 当初，本計画の策定時期を令和５年１２月と予定していたところであるが，交通政策のマスタープランで
ある第２次宇都宮都市交通戦略と整合を図る必要があり，交通戦略の見直しの状況を踏まえ，令和６年６月
の策定とする。


